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１．開催日時  令和２年１２月１０日（木）午前９時３０分から午前１１時４０分 

 

２．開催場所  東近江市役所 新館３１３、３１４会議室 

 

３．出席委員  ３９人   欠席委員 １人 

議席番号 出欠 議席番号 出欠 

１ 出 ２１ 出 

２ 出 ２２ 出 

３ 出 ２３ 出 

４ 出 ２４ 出 

５ 出 ２５ 出 

６ 出 ２６ 出 

７ 出 ２７ 出 

８ 出 ２８ 出 

９ 出 ２９ 欠 

１０ 出 ３０ 出 

１１ 出 ３１ 出 

１２ 出 ３２ 出 

１３ 出 ３３ 出 

１４ 出 ３４ 出 

１５ 出 ３５ 出 

１６ 出 ３６ 出 

１７ 出 ３７ 出 

１８ 出 ３８ 出 

１９ 出 ３９ 出 

２０ 出 ４０ 出 

議長 （会長）  

 

４．議事日程 

 

  第１ 議事録署名委員の指名 
 

第２ 議事上程 

議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

議案第４号 東近江市農用地利用集積計画（案）について 

議案第５号 農用地利用配分計画（案）について 

（追加）議案第６号 土地改良事業参加の申出について 
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報告第１号 農地法第４条第１項第８号の規定による農地転用届出の報告につ

いて 

報告第２号 農地法第５条第１項第７号の規定による農地転用届出の報告につ

いて 

報告第３号 ２アール未満農業用施設に係る農地転用届出の報告について 

報告第４号 農地法第３条の３第１項の規定による届出の報告について 

報告第５号 農地の貸借権の合意解約の報告について 

 

  第３ 協議事項 

 

 

５．事務局職員 

 

農業委員会事務局 

局 長 参 事 

主 幹 主 事 

  

 

    農業水産課 

主 事  

  

 

 

６．会議の内容 

 

議 長  ただ今から、令和２年度第９回、１２月期の月例総会を開会します。 

現在の出席者数は３９名であり、この総会は成立いたします。 

      日程第１は、議事録署名委員の指名であります。 

議席番号１２番〇〇〇〇委員、１３番〇〇〇〇委員を指名いたします。 

 

議 長  なお、委員各位への議案書送付後において、別紙議案第６号「土地改良事業参

加の申出について」を追加議案として上程するよう事務局から申し入れがあり

ました。このことについて、事務局の説明を求めます。 

 

事務局  それでは、別紙、議案第６号、土地改良事業参加の申出についてを追加議案と

して上程させていただきたいことにつきまして、説明いたします。 

この議案につきましては、土地改良法に基づき、審議いただくもので、土地改

良法施行令第 1条の３第２項及び第１条の５並びに同法施行規則第２条第３項

の規定により、申出書の提出のあった日から７日以内にその申出を承認するか

否かを決定しなければならないと規定されていることから、申出日から７日以

内の対応となるよう、以前より追加議案として取り扱いさせていただいており

ますので、よろしくお願いします。 
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議 長  事務局の説明が終わりました。 

別紙、議案第６号「土地改良事業参加の申出について」を追加議案として審議

することについて、何かご意見はございませんか。 

         （異議なし） 

 

議 長  異議がありませんので、追加議案を上程することについて認めてよろしいか。 

（異議なし） 

 

議 長  それでは、議案第６号「土地改良事業参加の申出について」を追加上程するこ

とを認めます。 

 

議 長  日程第２は、議事の上程であります。 

 

議 長  最初に、議案第１号「農地法第３条第１項の規定による許可申請について」を 

議題とします。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局  議案第１号農地法第３条第１項の規定による許可申請について、農地の権利を

移転又は設定したい旨、次のとおり申請があったので、許可することについて

意見を求めます。 

 

事務局  今回、１２件の申請があり、申請人及び申請地につきましては議案書に記載の

とおりです。 

     契約の種類につきましては、売買が番号２から番号４、番号６から番号１２で

す。贈与が番号１と番号５です。 

     なお、番号１１の譲受人の取得後の耕作面積は３６．１６アールで下限面積に

達しておりませんが、農業経営基盤強化促進法に基づく利用権設定を３６．８

８アール同時申請されており、合計しますと７３．０４アールで下限面積を上

回ります。 

     他の案件も、譲受人の取得後においての耕作面積は下限面積を上回っておりま

す。 

譲受人は地域の農業を理解しており、水利調整、共同作業等協力するとのこと

で、周辺地域との調和要件について問題ないと考えます。 

また、農作業に必要な農機具について、いずれの案件の譲受人も、トラクター、

コンバイン、田植機、乾燥機、籾摺機、トラックを所有又は営農組織と共同利

用しておられます。経営農地について、番号１から番号５、番号１１の譲受人

は世帯三人、番号６の法人は構成員八人、番号７、番号９、番号１２の譲受人

は世帯二人、番号８は世帯五人、番号１０の法人は構成員一人で耕作され、各

申請のそれぞれにおいて全部効率利用の面で問題ないと考えます。 

これらのことから、農地法第３条第２項各号の許可要件のすべてを満たしてい

ると考えます。 

     また、地区の担当農業委員からも確認書を提出いただいており、問題はないと

考えます。 

以上、ご審議の程よろしくお願いいたします。 
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議 長  事務局の説明が終わりました。それでは審議に入ります。 

１番について何かご意見はございますか。 

（異議なし） 

  それでは、２番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、３番について何かご意見はございますか。 

（異議なし） 

     それでは、４番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、５番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

     それでは、６番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、７番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、８番について何かご意見はございますか。 

（異議なし） 

     それでは、９番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、１０番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

     それでは、１１番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、１２番について何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは、議案第１号につきまして採決に移ります。 

本案を承認される方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

 

議 長  全員賛成と認めます。よって、本案は可決いたしました。 

 

議 長  次に、議案第２号「農地法第４条第１項の規定による許可申請について」を議

題と致します。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局  議案第２号農地法第４条第１項の規定による許可申請について、農地を転用し

たい旨、次のとおり申請があったので、許可することについて意見を求めます。 

 

事務局  本件は、乙女浜町に居住する者が、自ら所有する同町地先の農地１筆、面積３

８６平方メートルの内２７３平方メートルの土地について、駐車場及び資材置

場として利用するために転用の申請があったものです。 

     なお、本案件については、農地法の許可を受けずに申請地の一部を本年７月に
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造成し、駐車場及び資材置場として利用していたとして、顛末書付きの申請と

なっています。 

申請地は、周囲を道路、宅地、畑に囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由につきましては、申請人は、町内で建築業を営ん

でおり自宅敷地内で建築資材を保管しておりますが、広さが十分でなく、また

集落内であることから、新たな場所を検討された結果、集落の外れであり住民

にも迷惑がかかりにくい当該申請地を選定されました。 

     土地の利用計画については、軽トラックの駐車場と工事用資材保管用のプレハ

ブ、コンテナや足場等の保管場所として利用される計画です。 

土地の造成計画につきましては、現状のまま使用されます。雨水については、

地下浸透で処理されます。 

     申請地は、団地規模がおおむね１０ヘクタール未満であり、特定土地改良事業

等の施行されていない区域で、近傍の標準的な農地と比べて生産性の低い農地

であることから、第２種農地と判断できます。 

     申請地周辺に居住する者の業務上必要な施設で、集落に接続して設置されるも

のであることから、例外的に許可できるものです。 

また、添付書類についても問題はありませんでした。 

     担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

     本案件は、一般基準において基準に抵触するものはなく、農地法第４条第２項

に基づき審査したところ、転用許可は相当と判断いたしました。 

     以上 ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。 

本案については、事前調査がなされておりますので、調査の報告を求めます。 

 

２２番  １２月７日に〇〇〇〇委員と〇〇〇〇委員と私と事務局で現地調査を行いまし

た。当日、現地で説明いただきました地区担当農業委員さんにお礼申し上げま

す。それでは、結果を報告します。 

      

乙女浜町の駐車場及び資材置場ですが、集落の外れにあり、写真のとおり既に

砂利を敷きコンテナ物置が設置されてある一部顛末案件です。コンテナの奥側

を畑として残されます。申請地の近くの自宅敷地で建築業をされており、敷地

が狭いことから、資材の積込等で近隣に迷惑もかけていることのことでした。

生産性の低い農地であり、転用は止むを得ないと判断いたします。 

      

以上、調査報告とします。 

 

議 長  事務局の説明及び調査報告が終わりました。それでは、審議に入ります。 

     何かご意見はございますか。 

（異議なし） 

 

議 長  それでは、議案第２号につきまして採決に移ります。 

本案を承認される方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

 

議 長  全員挙手と認めます。よって、本案は可決いたしました。 
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議 長  次に、議案第３号「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」を議

題と致します。 

  それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局  議案第３号農地法第５条第１項の規定による許可申請について、農地を転用し

農地の権利を移転又は設定したい旨、次のとおり申請があったので、許可する

ことについて意見を求めます。 

 

事務局  誠に申し訳ございません。説明に入ります前に、議案書の訂正を２箇所させて

いただきます。お手元に訂正後の議案６ページから９ページまでを配布させて

いただきましたのでご覧ください。 

一点目は、６ページの番号２の転用目的について、「法人事務所棟、倉庫及び

機具庫」としておりますが、農業用目的ということを明確にするため、「農事

組合法人事務所棟、農業用倉庫及び農機具庫」に訂正いたします。 

     二点目は、７ページの番号７の譲渡人について、１名となっておりますが、５

５８番の所有者は別におりますことから、訂正いたします。 

     また、以上の訂正に伴い、７ページの番号１０が８ページへの記載となりまし

たので、誠に申し訳ございませんが、配布しました議案と差し替えをお願いい

たします。 

 

事務局  それでは、番号１についてご説明いたします。 

本件は、青野町にて現場塗装業を営む者が、同町地先の農地１筆、面積２５５

平方メートルの土地を売買により取得し、駐車場として利用するために転用の

申請があったものです。 

     申請地は、周囲を道路、宅地に囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由につきましては、譲受人は事業用の駐車場を確保

するため、自宅兼事務所に近く、利便性の良い土地を選定し、所有者との話

もまとまったことから、当該地を申請されたものです。 

土地の利用計画については、事業用の車３台と来客用の車２台の駐車場として

利用される計画であります。 

土地の造成計画につきましては、耕土を１０センチメートル鋤取り、１５セン

チメートル盛土をした後、砕石５センチメートル仕上げとする計画です。雨水

については、地下浸透処理されます。 

     申請地は、団地規模がおおむね１０ヘクタール未満の特定土地改良事業等の施

行されていない区域で、近傍の標準的な農地と比べて生産性も低く、第２種農

地と判断できます。 

     申請地周辺に居住する者の業務上必要な施設で、集落に接続して設置されるも

のであることから、例外的に許可できるものです。 

また、添付書類についても問題はありませんでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号２についてご説明いたします。 

本件は、小脇町に所在する農事組合法人が、小脇町地先の農地１筆、面積２，

５００平方メートルの土地をその他の使用収益権で、圃場整備事業における仮

換地指定により権利取得し、農事組合法人事務所棟、農業用倉庫及び農機具庫

として利用するために転用の申請があったものです。 
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     なお、申請地である小脇地区は、現在県営圃場整備事業が実施中で換地処分が

完了していないことから、貸人が滋賀県知事となり、申請地の地番についても

仮地番という形での申請となっております。 

申請地は、周囲を田、道路、河川、排水路に囲まれた土地であります。 

     申請理由及び土地の選定理由につきましては、譲受人である農事組合農人おわ

きの郷は、水稲及び麦の作業受託により１６．５ヘクタールの経営面積があり

ますが、法人としての倉庫を保有しておらず、個人の倉庫を利用しています。

そのため、今回の圃場整備事業を機に、経営の合理化と作業の効率化や利便性

を図るため、法人の事務所棟、農業用倉庫及び農機具庫建設を計画されました。

法人が経営する圃場の位置から作業効率や利便性を考慮して、当該申請地を選

定されました。 

     土地の利用計画につきましては、床面積が４５０平方メートルの農業用倉庫兼

作業棟、１４０平方メートルの農機具庫、７０平方メートルの事務所、プール

洗車場として利用される計画であります。 

土地の造成計画につきましては、申請地は圃場整備事業の創設換地により生じ

た場所であるため、整地をする程度の予定です。雨水については、河川へ放流

されます。 

     申請地は、特定土地改良事業等の施行区域内の農地であることから、第１種農

地と判断できますが、土地改良事業で非農用地区域と定められた区域内で、事

業計画に基づく用途施設であることから、例外的に許可できるものです。 

また、添付書類についても問題はありませんでした。 

担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号３についてご説明いたします。 

本件は、今代町に居住する者が、同町地先の農地２筆、合計面積１，２１２平

方メートルの内９６２平方メートルの土地を宅地部分も含めて売買により取得

し、駐車場として利用するために転用の申請があったものです。 

     申請地は、周囲を道路、宅地に囲まれた土地であります。 

     申請理由及び土地の選定理由につきましては、譲受人は隣接地で扇子の製造業

を行っております。現在、会社の駐車場として近くの土地を借用していますが、

今回会社隣接地の所有者との話がまとまり転用申請に至ったものです。 

     土地の利用計画につきましては、自家用車、業務用及び来客者用の駐車場と農

機具置場として利用されます。 

土地の造成計画につきましては、若干の盛土を行い、砕石仕上げとする計画で

す。雨水については、地下浸透で処理されます。 

     申請地は、団地規模がおおむね１０ヘクタール未満であり、特定土地改良事業

等の施行されていない区域で、近傍の標準的な農地と比べて生産性の低い農地

であることから、第２種農地と判断できます。 

     申請地周辺に居住する者の業務上必要な施設で、集落に接続して設置されるも

のであることから、例外的に許可できるものです。 

     また、添付書類についても問題はありませんでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

     番号４、番号５についてご説明いたします。 

本件は、上岸本町に所在を置く農産物の生産、加工、集積業を営む農地所有適

格法人が、同町地先の農地２筆、面積４，８７０平方メートルの内３，１８１．
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８１平方メートルの土地を使用貸借と売買により権利取得し、農業用倉庫とし

て使用するために転用の申請があったものです。 

なお、本案件については、令和２年６月期の月例総会で１７２８番の１筆にお

いて農業用倉庫の転用許可済ですが、今回隣地の１７２９番も含めた農業用倉

庫の建設に計画変更となったため、改めて転用許可申請があったものです。 

また、１７２９番の内、農地として残る７７３．０５平方メートルについては、

農業経営基盤強化促進法にて取得されます。 

申請地は、周囲を畑、用悪水路に囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由につきましては、借人且つ譲受人である法人は、

法人代表の父が所有する約５ヘクタールの田畑で農産物の生産、加工業を営ん

でおり、農業用倉庫２棟２６０平方メートルを東近江市鯰江町で借用しており

ます。今後、鯰江町と隣接の上岸本町において２０ヘクタールの経営面積での

事業展開に対応するため、現在の倉庫では手狭であることから新しい倉庫の建

設を検討されました。なお、現在借用している農業用倉庫は、いずれも所有者

から返却を求められており、返却されます。 

土地の利用計画につきましては、建築面積７０２平方メートルの農業用倉庫を

建設し、米、麦、大豆の乾燥調製利用型施設とトラクター３台、田植え機１台、

コンバイン１台、溝切り機１台の農機具格納庫、保管倉庫、駐車場として利用

される計画であります。 

土地の造成計画につきましては、耕土を３０センチメートル鋤取り、１メート

ル盛土をした後、砕石１０センチメートル、アスファルト舗装１０センチメー

トル仕上げとする計画です。雨水については、敷地内において集水し側溝で処

理するとしています。 

申請地は、農振農用地区域内農地であることから原則許可できませんが、市の

農業振興地域整備計画における農用地利用計画で指定された用途であり、例外

的に許可し得るものと考えます。 

また、添付書類についても問題はありませんでした。 

担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号６についてご説明いたします。 

本件は、東沖野四丁目に居住する者が、大清水町地先の農地１筆、面積９９１

平方メートルの農地を賃貸借により権利取得し、太陽光発電施設として利用す

るために転用の申請があったものです。 

     なお、本案件については、農地法の許可を受けずに令和２年７月頃に埋め立て

てしまったとして、顛末書付きの申請となっています。 

     申請地は、周囲を道路、山林に囲まれた土地であります。 

申請理由としましては、再生可能エネルギー買取制度を活用して太陽光発電を

行い、生産性の低い農地の有効利用を図るため今回申請されたものです。 

     土地の選定理由につきましては、日当たりが良く、事業規模に適した土地を検

討されましたが、条件に適した土地が他になかったためとしています。 

     土地の利用計画につきましては、隣接する山林を含めた約３，０００平方メー

トルの土地に、横幅１０４センチメートル、長さ１７７センチメートルの太陽

光パネルを１７６枚設置し、総出力は６６キロワットになります。周囲にはフ

ェンスを設置され、雨水については地下浸透にて処理されます。 

     申請地は、団地規模がおおむね１０ヘクタール未満であり、特定土地改良事業

等の施行されていない区域で、近傍の標準的な農地と比べて生産性の低い農地
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であることから、第２種農地と判断できます。 

先ほど土地の選定理由で述べたとおり、代替性が見込めないことから例外的に

許可し得るものです。 

また、添付書類についても問題はありませんでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号７についてご説明いたします。 

本件は、大阪市に所在しアルミニウム加工業を営む法人が、祇園町地先の農地

２筆、合計面積５，１２３平方メートルの土地を売買により取得し、駐車場及

び資材置場として利用するために転用の申請があったものです。 

     申請地は、本年２月に農振除外がされており、周囲を田、用悪水路に囲まれた

土地であります。 

     申請理由及び土地の選定理由につきましては、譲受人である法人は、隣接地で

アルミニウム加工業を営んでおります。事業拡大のため、敷地内に工場の増設

を計画された結果、資材置場の用地が減少することや、現在約１００人おりま

す従業員用駐車場と工場敷地へ資材を搬入する大型車両の待機場所を兼ねてい

ることから、スペースが不足しており、大型車両が敷地内の通路や時には市道

に停車する状態であります。このことから、新たに駐車場及び資材置場を確保

するため、既存敷地に隣接しており利便性が良いとして当該申請地を選定され

ました。 

     土地の利用計画につきましては、従業員及び来客者用車両８４台分の駐車場と

アルミ加工品の一時保管場所として利用し、既存の駐車場は、残りの従業員用

車両約３０台分の駐車場と大型車両の待機場所として利用される計画でありま

す。 

土地の造成計画につきましては、耕土を３０センチメートル鋤取り、３０セン

チから７０センチメートル盛土をした後、転圧仕上げとする計画です。申請地

隣の北側と西側に排水路がありますが、これは用途廃止を行い、新たに東側と

南側に排水路を新設されます。雨水については、敷地内に側溝を敷設し、敷設

替えした排水路へ放流されます。 

     申請地は、特定土地改良事業等の施行区域内の農地であることから、第１種農

地と判断でき、既存施設の隣接土地の施設拡張に関する事業で拡張部分が既存

施設の敷地の面積の２分の１を超えないものである為、例外的に許可し得るも

のです。 

また、添付書類についても問題はありませんでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号８についてご説明いたします。 

本件は、愛知郡愛荘町に居住し、小倉町に建設業の事務所を置く者が、小倉町

地先の農地１筆、面積５６平方メートルの土地を売買により取得し、駐車場と

して利用するために転用の申請があったものです。 

     なお、本案件については、譲渡人の父が昭和３０年頃に農地法の許可を受けず

に住宅敷地として利用していたとして、顛末書付きの申請となっています。 

     申請地は、周囲を道路、宅地、雑種地に囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由につきましては、譲受人は自家用車の駐車場を確

保するため、現在使用している駐車場の隣地で、実家からも近く利便性の

良い土地を選定し、所有者との話もまとまったことから、当該地を申請された
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ものです。 

土地の利用計画については、自家用車２台の駐車場として利用される計画であ

ります。 

土地の造成計画につきましては、耕土を２０センチメートル鋤取り、２０セン

チメートル盛土をして仕上げとする計画です。雨水については、地下浸透で処

理されます。 

     申請地は、団地規模がおおむね１０ヘクタール未満の特定土地改良事業等の施

行されていない区域で、近傍の標準的な農地と比べて生産性も低く、第２種農

地と判断できます。 

     申請地周辺に居住する者の日常生活上必要な施設で、集落に接続して設置され

るものであることから、例外的に許可できるものです。 

また、添付書類についても問題はありませんでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

     番号９についてご説明いたします。 

本件は、蛇溝町に所在を置き土木建築業を営む法人が、五個荘小幡町地先の農

地１筆、面積２，６１１平方メートルの内１４７．９４平方メートルの土地を

賃貸借により権利取得し、資材置場として利用するために転用の申請があった

ものです。 

なお、本案件については、隣接地に住居していた貸人の父が池として利用して

いたとして、顛末書付きの申請となっています。 

申請地は、周囲を雑種地、畑、山林に囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由については、借人である法人の事業規模拡大に伴

い、現在使用している資材置場に隣接し利便性の良い当該申請地を選定されま

した。 

     土地の利用計画については、土木建築用の資材保管場所として利用する計画で

あります。 

土地の造成計画については、盛土をして転圧仕上げの計画です。雨水について

は、地下浸透で処理されます。 

     申請地は、団地規模がおおむね１０ヘクタール未満の特定土地改良事業等の施

行されていない区域で、近傍の標準的な農地と比べて生産性も低く、第２種農

地と判断できます。 

     隣接土地との一体利用であって、事業目的達成のために当該農地が必要と認め

られるものであることから、例外的に許可できるものです。 

また、添付書類についても問題はありませんでした。 

担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号１０についてご説明いたします。 

本件は、宮荘町に居住する者が、下一色町地先の農地１筆、面積３００平方メ

ートルの農地を叔父からの贈与により取得し、住宅として利用するために転用

の申請があったものです。 

     申請地は、周囲を宅地、田、用悪水路に囲まれた土地であります。 

     申請理由及び土地の選定理由につきましては、譲受人は、宮荘町で妻と借家に

居住しておりますが、将来を見据え住宅の建設を検討した結果、実家からも近

く利便性が良いとして当該申請地を選定されました。 

     土地の利用計画につきましては、建築面積が７４．６３平方メートルの住宅建
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設と自家用及び来客用の駐車場として利用される計画であります。また周辺に

残地が生じますが、譲受人の父が農地として取得し、畑として利用される予定

です。 

土地の造成計画につきましては、耕土を３０センチメートル鋤取り、７０セン

チメートル盛土をした後、転圧で仕上げる計画です。雨水については、敷地内

に浸透桝を設置し浸透処理されます。 

     申請地は、特定土地改良事業等の施行区域内の農地であることから、第１種農

地と判断でき、集落に接続して設置される住宅であることから例外的に許可し

得るものです。 

また、添付書類についても問題はありませんでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

番号１１についてご説明いたします。 

本件は、愛知郡愛荘町に居住する者が、妹町地先の農地１筆、面積３５７平方

メートルの土地を使用貸借により権利取得し、住宅として利用するために転用

の申請があったものです。 

なお、本案件については、貸人の父が昭和３０年頃に農地法の許可を受けずに

農業用倉庫を建設するため造成し利用していたとして、顛末書付きの申請とな

っています。 

     申請地は、周囲を道路、宅地、畑に囲まれた土地であります。 

申請理由及び土地の選定理由につきましては、借人は結婚を機に住宅の建設を

検討された結果、借人の実家の近隣で利便性がよいことから、当該地を申請さ

れたものです。 

土地の利用計画については、既存の農業用倉庫を取り壊した後、建築面積が５

１．８４平方メートルの住宅建設と自家用車３台の駐車場として利用される計

画であります。 

土地の造成計画につきましては、顛末案件のため、そのまま利用される計画で

す。雨水については、敷地内に排水桝を設置し、処理されます。 

     申請地は、団地規模がおおむね１０ヘクタール未満の特定土地改良事業等の施

行されていない区域で、近傍の標準的な農地と比べて生産性も低く、第２種農

地と判断できます。 

     申請地周辺に居住する者の日常生活上必要な施設で、集落に接続して設置され

るものであることから、例外的に許可できるものです。 

また、添付書類についても問題はありませんでした。 

 担当農業委員は、〇〇〇〇委員です。 

 

いずれの案件も、一般基準において基準に抵触するものはなく、農地法第５条

第２項に基づき審査いたしましたところ、転用許可相当と判断いたしました。 

 以上、ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。 

本案については、事前調査がなされておりますので、調査の報告を求めます。 

 

１４番  〇〇でございます。１２月７日に〇〇〇〇委員と〇〇〇〇委員と私と事務局で

現地調査を行いましたので、その結果を報告します。 

     １番から６番までを私が報告します。 
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１番の駐車場ですが、売買によるものです。申請地は住宅地に囲まれた一角に

あり、地目は田でありますが用水施設はなく、畑として利用され適切に保全も

されています。周辺は住宅であり転用にあたり問題はないと判断します。 

 

     ２番の農事組合法人の事務所、農業倉庫及び農機具庫ですが、小脇地区では県

営土地改良事業が行われており、その受益地内にあります。使用収益権による

もので、既にほ場の区画整理工事が一部完了しており、使用許可を得て法人で

耕作されています。申請地は土地改良事業の創設換地であり、周辺にも何ら問

題はないと判断します。 

 

     ３番の駐車場ですが、申請地はブロック塀やフェンス、住宅に囲まれています。

用水施設はあるものの、現在は使用されていないように見受けました。隣接者

の譲受人が空家を含めて適切に管理されておりましたが、今後の耕作は考えに

くく、売買による転用が周辺に影響を及ぼすものではないため、問題はないと

判断します。 

 

     ４番と５番の農業用倉庫ですが、使用貸借と売買によるものです。本年６月に

使用貸借によるものが転用許可されておりますが、新たに８１２．９５平方メ

ートルを売買による転用で、施設の配置計画を変更され一体的に利用されるも

のです。用排水路等の土地改良施設が整った優良農地の一角ですが、事業者の

事務所が隣接していることや、６月許可申請においても一定の要件が具備され

ていたことを考えると、問題はなく許可相当と判断します。 

 

 ６番の太陽光発電施設ですが、賃貸借によるものです。申請地は遊休農地のよ

うに見受けられ一部が造成されかけており、現況が農地であったことから顛末

案件となります。隣接に奥の畑へ通じる里道があり、耕作に影響がでないよう

必要な道幅を確保することが望まれます。周辺は遊休農地等が散見され、太陽

光発電施設として活用されていることもあり、里道を確保することをもって止

むを得ないと判断します。なお、顛末については、担当農業委員さんと事務局

から事業者に指導され、尽力されたことを付け加えて報告とします。 

 

１５番  〇〇でございます。残りの７番から１１番を私が報告します。 

 

     ７番の駐車場及び資材置場ですが、事業者は１９８０年代に同所に進出された

アルミニウムのリサイクル加工場であり、周辺には他の企業３社が隣接する工

業団地の一角に工場があります。現地では運送用の大型トラックが何台も出入

りしており、工場内で頻繁に誘導アナウンスがされていました。車両の待機や

従業員駐車場の確保は契緊の課題であることから、工場に隣接する当地２筆を

選定され売買されるようで、うち１筆は代替地の話がまとまっているとのこと

です。造成は既設排水路の付け替えの他、敷地排水の処理勾配も問題はありま

せん。開発で環境変化による周辺への影響はないと考えられますので、許可相

当と判断します。 

 

     ８番の駐車場ですが、売買によるものです。建設業を営む譲受人の事務所が比

較的近くにあり、実家にも近い申請地は、以前から譲渡人の父親が農地を宅地

の一部として利用していた顛末案件です。集落内であり周辺に及ぼす影響はな

いと考えますので、止むを得ないと判断します。 
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     ９番の資材置場ですが、申請人である事業者のプラントに隣接した農地です。

荒れ畑を賃貸借により、資材置場に転用されるものす。周辺に及ぼす影響はな

く許可相当と判断します。 

 

     １０番の住宅ですが、アパートに住む譲受人が転居により、父親の兄弟から譲

渡を受け転用されるものです。地元に帰ってこられることから、土地利用とし

ても喜ばしいことと思います。排水処理も問題はなく、周辺に及ぼす影響はな

いことから、許可相当と判断します。 

 

１１番の住宅ですが、愛荘町に住む借人が結婚を機に、父親所有の畑を使用貸

借にて転用されるものです。実家に近く市道に隣接しており利便性もよいと思

われます。排水処理も特に問題はありません。現存の小屋があり、貸人の父親

が無許可で建てられ利用されていた顛末案件です。申請地より奥側は畑があり

ますが、特に問題はないと思われますので、許可相当と判断します。 

 

     以上、調査報告とします。よろしくお願いいたします。 

 

議 長  事務局の説明及び調査報告が終わりました。それでは、審議に入ります。 

 

議 長  それでは、１番について、何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

  それでは、２番について、何かご意見はございますか。 

（異議なし） 

それでは、３番について、何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、４番と５番について、何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、６番について、何かご意見はございますか。 

 

議 長  私から伺いますが、現地調査の報告の中で、隣接里道の確保の条件について話

がありましたが、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局  写真の右側にある里道ですが、事業区域外であります。またその隣地は今後も

同様の施設が計画されることも考えられますが、奥の農地に必要な里道であり、

確保し地元で管理していただくことになりますので、事業者にはそのように指

導してまいります。 

 

議 長  分かりました。他に意見はございますか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは、７番について、何かご意見はございますか。 

 

１５番  先ほどの現地報告で追加の説明をします。 

     ７番の駐車場及び資材置場への転用は、面積が大きいのですが、砂利等で仕上

げされますので、地下浸透を考えれば排水処理に問題はありません。 

 

事務局  申し遅れましたが、都市計画課には、開発指導要綱に伴う手続きをされており、 
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今のお話しいただいた排水処理についても、協議がなされていることを申し添

えます。 

 

議 長  他に意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、８番について、何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

それでは、９番について、何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

  それでは、１０番について、何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

     それでは、１１番について、何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは、議案第３号の採決に移ります。 

承認される方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

 

議 長  全員挙手と認めます。よって、本案は可決いたしました。 

 

議 長  次に、議案第４号「東近江市農用地利用集積計画（案）について」を議題と致

します。 

また、本議案につきましては、関係者に〇〇〇〇委員、〇〇〇〇委員、〇〇〇

〇委員、〇〇〇〇委員、〇〇〇〇委員がおられますので、農業委員会法第３１

条の規定に基づき、議事参与の制限により、当該案件の審議開始から終了まで

退席をお願いします。関係議案終了後に入室、着席していただきます。 

     それでは、事務局の説明を求めます。 

 

主 事  議案第４号東近江市農用地利用集積計画（案）を説明します。 

農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により市が農用地利用集積計画

を定めるものです。 

今回の農用地利用集積計画は１２月２８日の公告を予定しておりまして、公告

によって所有権が移転され利用権が設定されることになります。 

 

      今回の所有権移転は３件、３筆、６，０２１平方メートル、利用権設定は１４

４件、３３３筆、７１１，５５７平方メートルです。設定を受ける認定農業者

は３５名で５１４，２７９平方メートルが集積されており、認定農業者への集

積率は７２パーセントです。 

 

     まず、議案の１ページから３ページが所有権移転で、４ページ以降が利用権設

定の議案になっております。次に補足説明をさせて頂きます。 

 

    １ページの番号１の所有権を移転する農地は小今町の１筆であり、〇〇〇万円

を対価として売買により、令和３年１月１５日に所有権が移転され、移転をす

る者は小今町に居住する者で、移転を受ける者も小今町に居住するものとなっ

ております。 
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移転を受ける者は、認定農業者資格を取得されておりませんが、認定農家であ

る農事組合法人〇〇〇〇〇〇の構成員であり、農地を取得したと同時に、１１

ページの番号１２に記載されておりますように、同法人と利用権設定しており

ます。   

そのため、利用権設定は令和３年１月１５日を始期日としております。 

このことから、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項２号に記載されている

ように○○さんは認定農業者である法人の構成員であることから、所有権移転

と同日付で法人に利用権設定をすることによって所有権移転が出来るものです。 

 

２ページの番号２の所有権を移転する農地は五個荘川並町の１筆であり、１筆

で〇〇万〇〇〇円を対価として売買により、令和３年１月１５日に所有権が移

転され、移転をする者は五個荘川並町に居住する者で、移転を受ける者も五個

荘川並町に居住する認定農業者となっております。 

 

３ページの番号３の所有権を移転する農地は上岸本町の１筆であり、１筆で〇

〇万円を対価として売買により、令和３年１月１５日に所有権が移転され、移

転をする者は鯰江町に居住する者で、移転を受ける者は上岸本町の認定農業者

となっております。 

 

次に貸借の利用権関係ですが、４ページから６５ページまでが所有者と耕作者

による利用権設定となっています。 

 

そして、６５ページの次のページには、中間管理機構事業分として利用権設定

の議案を上程しております。 

 

続いて、中間管理事業に伴う利用集積計画（案）を説明させていただきます。 

所有者である貸し手から農地中間管理機構である滋賀県農林漁業担い手育成基

金に貸付される為の利用権の設定です。 

 

今年の５月６月の第１回目に貸付申出があり、通常は１１月１日からが利用権

設定の始期日となり、１０月の月例総会にてその他の農地については上程して

おりました。 

今回上程しております、６筆の農地は、ＪＡが行う円滑化事業の利用権が令和

２年１２月３１日までの設定となっています。円滑化事業は昨年度で事業が終

了しているため、中間管理事業への貸付申し出がありました。特例で１月１日

から中間管理事業への利用権設定をするため、今回上程しております。 

 

農地中間管理事業に伴う集積計画（案）につきましては、設定を受ける者であ

る借受人は、滋賀県農林漁業担い手育成基金となり、農用地利用集積計画につ

いては令和２年１２月２８日の公告を予定しております。公告によって利用権

が設定され、設定期間は令和３年１月１日からとなります。 

 

以上が補足説明です。本案については、農用地の効率利用、安定的に農業経営

を行うと考えられますことから、農用地利用集積計画（案）の決定をお願いす

るものです、どうぞよろしくお願いします。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。 
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それでは、ここで審議に入ります前に、〇〇〇〇委員、〇〇〇〇委員、〇〇〇

〇委員、〇〇〇〇委員、〇〇〇〇委員には、退席をお願いします。 

    （○○委員、〇〇委員、○○委員、○○委員、○○委員退席・退室） 

 

議 長  それでは、審議に入ります。本案につきまして何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

 

１２番  確認なのですが、１ページの移転に係る対価が高額ですが、間違いはございま

せんか。 

 

主 事  間違いはありません。 

 

１２番  農地を耕作経営のない者でも、このような利用権の設定ができるのですか。農

業経営はされていないけど、農地は所有されているからですか。 

 

主 事  所有農地があるかどうかでなく、認定農業者である農事組合法人の構成員であ

るかどうかで判断しています。移転を受けて同時に権利設定する方は、権利設

定を受ける法人の構成員で、この方の所有農地は、既に農事組合法人に権利移

転されています。 

 

１２番  分かりました。 

 

議 長  他にご意見はございませんか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは採決に移ります。本案を承認される方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

 

議 長  全員挙手と認めます。よって、本案は可決いたしました。 

それでは、審議が終了しましたので、〇〇〇〇委員、〇〇〇〇委員、〇〇〇〇

委員、〇〇〇〇委員、〇〇〇〇委員の入室、着席をお願いします。 

         （○○委員、〇〇委員、○○委員、○○委員、○○委員入室・着席） 

 

議 長  次に、議案第５号「農用地利用配分計画（案）について」を議題と致します。 

     それでは、事務局の説明を求めます。 

 

主 事  議案第５号農用地利用配分計画（案）を説明させていただきます。 

中間管理事業の推進に関する法律により、滋賀県農林漁業担い手育成基金が農

用地利用配分計画（案）を作成し、農業委員会の意見を聴くこととなっており

ます。 

 

     農地中間管理機構からの委託を受けて市やＪＡが窓口となり、５月から６月に

かけて貸し手からの申し出される農地の受付と借手の募集を行い、その後農地

中間管理機構と連携して貸し手と借り手のマッチングを行い、８月６日に開催

された利用調整会議を経て、農用地利用配分計画（案）を作成したものです。      

先の議案で決定いただきました滋賀県農林漁業担い手育成基金と利用権設定さ
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れた農地について、借受希望のあった担い手へ貸付を行うものとなっておりま

す。 

      これらの農地はＪＡが行う円滑化事業の利用権設定が期間満了となり、引き続

き同じ耕作者が受けることとなります。 

 

     配分計画の契約開始日は令和３年１月２０日からとなっており、県の公告予定

日は令和３年１月１９日となっています。 

 

     農用地利用計画配分（案）についての説明は以上ですが、本日、この計画（案）

に対するご意見をお伺いした後、滋賀県農林漁業担い手育成基金がこの計画

（案）を県に提出され、知事の認可、公告という流れとなります。 

     どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。 

それでは、審議に入ります。本案につきまして何かご意見はございますか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは採決に移ります。本案を承認される方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

 

議 長  全員挙手と認めます。よって、本案は可決いたしました。 

 

議 長  次に、議案第６号「土地改良事業参加の申出について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局  議案第６号、土地改良事業参加の申出について、説明いたします。 

 

この土地改良事業への参加申出について、所有者から農業委員会に対し、土地

改良事業へ参加する旨の申出があり、且つその申出が相当であって、農業委員

会が承認した場合は、その所有者が参加資格者となることが、土地改良法第３

条第１項第２号に規定されております。 

本議案は、この規定に基づき申出があったものに対し、承認することについて

意見を求めるものでございます。 

このたびの申出に係る土地改良事業につきましては、国営及び県営湖東平野土

地改良事業、愛知川沿岸土地改良区の行う土地改良事業です。 

国営及び県営湖東平野土地改良事業の事業内容ですが、永源寺ダム貯水池の３

８万立方メートルの掘削、地下水揚水機を設置することにより用水の増量を図

り、また、調整池を設置して日中と夜間の需給調整や末端地域への用水到達時

間の短縮を図るもので、さらに、造成後４６年以上が経過し、老朽化した施設

の更新補修を１１キロメートル計画し、施設の長寿命化と漏水の防止を図ると

いうものです。 

     工期は、平成２６年度から令和４年度の９年間で、ダム貯水池内掘削は令和３

年度までを予定しています。 

今回の申出件数は１０件で、その理由につきましては、土地改良事業の参加資

格者は本来、耕作者にありますが、資産は所有者のものであり、土地改良事業

に係る賦課金及び事業完了後における維持・管理費用については耕作者でなく
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土地所有者が負担するというものです。所有者が事業に参加することで、土地

改良事業の円滑な推進やその後の管理運営に資することとなる等、申出が土地

改良事業の目的に照らし妥当と認められる場合に該当すると考えますので、申

出を承認することは相当と判断します。 

以上よろしくお願いします。 

 

議 長  事務局の説明が終わりました。 

それでは、審議に入ります。本案につきまして何かご意見はございますか。 

 

２３番  番号１０ですが、事業の内容はどのようなものなのですか。土地改良事業とは

何をされるのですか。 

 

事務局  事業は、愛知川沿岸土地改良区の受益地内にて行われる国営及び県営湖東平野

地区土地改良事業で、永源寺ダム湖の掘削や用水路等の更新です。 

 

２３番  事業の概要は分かりますが、委員が説明を求められたときに困ることがないよ

う、この方の何を農業委員会が審議し、承認するのかを説明してください。 

 

１２番  受益地は決まっていますので、事業参加資格の交替であると思うのですが。 

 

事務局  土地改良事業への参加は、土地改良法第３条に規定する者に資格があります。

本来は耕作者ですが、ダム総代の任期満了によることでもあり、土地改良区の

受益地内の農地の所有者で、今回該当する１０名の方から農業委員会への申出

がありました。所有者が土地改良区の運営や事業の執行上において参加される

ことが適切ではないかと判断しています。説明が不十分であったことをお詫び

申し上げます。 

 

議 長  事業の内容を審議するのではなく、事業に参加することの申出に対してどうな

のかを審議することでありますので、よろしくお願いします。 

 

事務局  本案件は、現在において利用権設定をされている土地の所有者から、事業に参

加する旨の届出がありましたので、その適正について審議をお願いしています。

理由については総代改選のこともありますので、ご理解をお願いいたします。 

 

議 長  よろしいですか。他にご意見はございませんか。 

         （異議なし） 

 

議 長  それでは採決に移ります。本案を承認される方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

 

議 長  全員挙手と認めます。よって、本案は可決いたしました。 

 

議 長  次に、事務局長の専決事項として処理しております報告第１号「農地法第４条

第１項第８号の規定による農地転用届出の報告について」、報告第２号「農地

法第５条第１項第７号の規定による農地転用届出の報告について」、報告第３

号「２アール未満農業用施設に係る農地転用届出の報告について」、報告第４

号「農地法第３条の３第１項の規定による届出の報告について」、報告第５号
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「農地の貸借権の合意解約の報告について」を事務局に一括して報告を求めま

す。 

 

事務局  それでは、報告第１号から報告第５号まで、一括して報告させていただきます。 

まず、議案書１１ページをご覧ください。 

報告第１号、農地法第４条第１項第８号の規定による農地転用届出の報告につ

いて、１番の市子殿町の住宅用地の案件から２番の五個荘小幡町の駐車場の案

件の２件について、市街化区域内農地の転用につき届出を受理し、事務局長専

決により受理通知を交付しましたので報告します。 

 

事務局  次に、議案書１２ページから１７ページをご覧ください。 

報告第２号、農地法第５条第１項第７号の規定による農地転用届出の報告につ

いて、番号１の聖徳町の自己用戸建専用住宅の案件から番号７の五個荘簗瀬町

の宅地分譲の案件までの７件について、いずれも市街化区域内農地の転用につ

き届出を受理し、事務局長専決により受理通知を交付しましたので報告します。 

     なお、番号４の中小路町地先の件については、９０数筆の大きなもので事業用

地として検討中でございます。 

 

事務局  次に、議案書１８ページをご覧ください。 

    報告第３号、２アール未満農業用施設に係る農地転用届出の報告について、番

号１から番号２まで ２件の届出がありました。転用目的の内訳は、農業用倉庫

への転用と農業用資材置場への転用の各１件ずつありました。 

受付時において届出書の添付書類も含め完備していましたので、事務局長専決

により全件受理しております。 

 

事務局  次に、議案書１９ページから２１ページをご覧ください。 

報告第４号、農地法第３条の３第１項の規定による届出の報告について、番１ 

から番号１５につきましては、全て相続により所有権を取得されたものです。 

届出人について、「あっせん希望の有無」は、番号９が「有」となっており、現

在、事務局側で届出人の意向を確認し、この内容結果によりあっせん活動に取

り組んでいます。 

いずれも、届出をされた者への受理通知につきましては、事務局長の専決によ

り交付しております。 

 

事務局  次に、議案書２２ページから２５ページをご覧ください。 

報告第５号、農地の貸借権の合意解約の報告について説明します。 

賃貸借権の合意解約につきましては、２２ページの番号１から２５ページの番

号１７までです。 

続いて、使用貸借の合意解約につきましては、２５ページの番号１から番号３  

までです。 

なお、合意解約内容及び解約理由につきましては議案書記載のとおりです。 

 

事務局  以上、報告第１号から報告第５号の報告とさせていただきます。 

 

議 長  事務局の報告が終わりました。 

ただいまの報告事項について、何かご意見はございますか。 
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１９番  報告第２号の番号４について、面積も大きいのでもう少し詳細を説明してもら

えますか。 

 

事務局  ここは、都市計画の市街化区域内になりますので届出となります。大規模なも

のでも面積的な要件はありません。ただ、今回の事業用地としての用途ですが、

今後は開発許可が必要となりますので、関係する都市計画課とも手続きについ

て協議をされています。事務局も連携しながら指導していきたいと考えていま

す。 

 

２３番  この件は、以前から懸案の事項と思いますが、市の考え方はどうなのですか。 

 

事務局  議案書参考資料の地図をご覧ください。名神八日市インターチェンジから国道

４２１号を横断し県道湖東八日市線を北上し、右側の斜線で表示した区域が今

回の届出地になります。売買契約なされていますが、事業については未だ決定

しておらず、現在検討をされているところであり、詳細は分かりませんのでご

理解をお願いいたします。 

 

議 長  市の考え方について説明してください。 

 

事務局  本件の区域については、数年前に都市計画区域の線引き見直しにおいて、市街

化区域の商業地域として大型商業店舗等の進出を目指して編入されたと記憶し

ています。面積は６ヘクタール程度であったと思います。今回、事業者から事

業用地として届出が提出されたものです。現在も商工観光部と協議され企業の

進出に向け調整をされている段階です。農業委員会事務局には担当部から相談

はありますが、詳細は未定であります。市は地域振興を図るためにも、この区

域への企業の進出を望んでいるところであります。 

地図にあるように東側の五智町では、ほ場整理事業が完成しておりますが、届

地との間にある中小路町の農地の一部が未整備で農振農用地の青地となってい

ます。以前には農林水産部局から土地改良事業等について地元協議され、農業

委員さん等も努力いただいたようですが、まとまることができなかったと聞い

ており、現在も個人で営農されている方が多いと思います。 

今後、この区域の開発が進む一方で、周辺地域の営農条件に影響が生じる恐れ

もあり、農業振興上においては大変厳しい状況でありますので、農業委員会と

しては、土地利用を注視するとともに、農林水産部、都市整備部等の関係部局

とも連携しながら、振興を働きかける必要があると考えています。 

 

議 長  よろしいですか。他に意見はございませんか。 

 

議 長  特にないようですので、これで「報告事項」を終わります。 

 

議 長  続いて、協議事項の東近江市砂利採取を目的とした農地の一時転用許可取扱要

綱（案）について協議いたします。本件は１１月の月例総会での協議において、

委員の皆様から意見を求めることにしておりましたので、これを受けて、今回

改めて審議いただくものです。 

それでは、事務局の説明をお願いします。 

 

事務局  （要綱への意見及び修正の内容、初期連絡体制、施行期日を説明） 



21 

議 長  事務局の説明が終わりました。それでは、何かご意見はございますか。 

 

１９番  土砂等の運搬による搬入出路の損傷や安全の確保が懸念されますが、要綱上の

規定はないのですか。 

 

事務局  砂利採取法に基づく計画を県に申請し許可を得る必要があります。その際、搬

入出路についても関係機関と事前に協議され、採取計画に明記することになり

ますので要綱には記載をしていません。 

     計画については、関係部局に意見照会されますので、例えば土地改良区財産が

関係する場合には、関係する土地改良区と協議されるよう意見が付されます。 

 

１９番  協議を了承した者が、後で責任を負うことを心配しましたので聞かせていただ

きました。 

 

議 長  他に何かご意見はございますか。 

（異議なし） 

 

議 長  それでは、要綱の施行は令和３年１月１日となります。意見がありませんので、

本要綱の協議については終了します。 

 

３８番  会議の全体を通して思うことですが、農地法と農振法、都市計画法等のそれぞ

れの法律があり、どれが優先されるのか分かりませんが、土地利用の調整を上

手く図られないと、同じ地域で問題が残ることになるので、市のしっかりした

指導をお願いいたします。 

 

議 長  事務局において関係部局と連携をお願いします。他に何かございますか。 

 

議 長  ないようですので、以上で本日の議事及び協議、報告案件はすべて終了致しま

した。 

これをもって令和２年度、第９回、１２月期の月例総会を終了致します。 

長時間のご審議ありがとうございました。 

 

 

 

 

上記会議の顛末を記載し、その相違ないことを証するために署名する。 

 

 

議 長  〇〇 〇〇 

 

 

１２番  〇〇 〇〇 

 

 

１３番  〇〇 〇〇 


